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～当法人の事業内容について～



自己紹介



わたしは、、、

奈良県出身。

サステナビリティや地方創生に関心をもち、地域おこし協力隊制度を活用して、2021年に曽爾村に移住し、一般社団法人

SONI SUMMITを設立。

移住前は、横浜に住み、農林中央金庫に勤務。ハーバード・ビジネス・スクールMBA（2016） 3

曽爾村で活動する地域団体 『一般社団法人SONI SUMMIT』（2021年12月設立）

移住定住の支援を基軸に、すまいやしごとの紹介から、村内外をつなぐ交流の場作り、移住

後のサポートまで、だれもが居心地よく暮らせる地域づくりを目指しています。

体制

キクハラ ワタナベミナミ

「しごと」担当 「くらし」担当「すまい」担当



課題認識



課題認識

時間の流れ

人口

2013年
1,728人
(12月)

2023年
1,319人
（2月）

2032年
＜1,000人

▲400人

2032年
1,000人

どれだけ頑張って、
減少を食い止められるか

あまりに人口が減りすぎた場合に、村が独立して維
持することが難しくなるのではないか、という危機感



事業イメージ



移住関連の特殊用語（交流人口・関係人口・定住人口）

（出所）総務省ウェブサイト（https://www.soumu.go.jp/kankeijinkou/about/index.html）

⇒上図が示す通り、移住は一足飛びに進むものではない。
したがって、ステップを前に進めるような手厚いサポートが大切



事業構築にあたっての仮説

地方 都会
ヒトの流れ

チャンスを見える化し、
魅力を上げていく

「しごと」づくり（あるけど、見えてない）

「すまい」づくり（あるけど、見えてない）
移住・定住
支援機能

シティプロモーション

⇒本来は行政の一業務。それを業務委託でアウトソーシング
（まちづくりを、ビジネスとして、規律をもって本気で取り組む）



具体的に取り組んでいること



空き家バンク運営



空き家バンク（仕組み）



空き家バンク（具体例）



村内空き家発掘に向けた取組事例（固定資産税通知書同封チラシの作成）



村内空き家発掘に向けた取組事例（大字役員会でのご案内）



お試し住宅運営



課題認識



運営コンセプト



完成写真

外観 玄関

共有リビング 共有キッチン



完成写真

洗面 シャワー・脱衣・洗濯

個室① 個室②



雇用見える化



雇用の見える化（具体例）



雇用の見える化（具体例）



起業支援



起業支援（起業型地域おこし協力隊の採用および伴走サポート）

面談・報告 基礎セミナー ゲスト招聘 村内交流会

1年目

・ 月次報告会
（相談は常時受付）

＜提出書類＞
・ 1年目計画・進捗(M)
・ 2・3年目計画(Q)

・ ビジネスプラン101
・ 会社設立101
・ 経理101
・ 総務101
・ 財務101
（1-3か月目に開催）

・ 四半期開催
（主に県内のスモールビ
ジネス実践者を招聘）

・月次開催(1-3か月目)

・四半期開催（以降）
(ゲスト招聘日に開催)

審査会① 投資したいかどうか、GO/NOT GOを判断（＝見込みのないプランをダラダラと延命させない）

2年目

・ 月次報告会
（相談は常時受付）

＜提出書類＞
・ 2年目計画・進捗(M)
・ 3年目計画(Q)

－
・ 四半期開催
（主に県内のスモールビ
ジネス実践者を招聘）

・四半期開催
(ゲスト招聘日に開催)

審査会② 投資したいかどうか、GO/NOT GOを判断（＝見込みのないプランをダラダラと延命させない）

3年目

・ 月次報告会
（相談は常時受付）

＜提出書類＞
・ 3年目計画・進捗(M)

－
・ 四半期開催
（主に県内のスモールビ
ジネス実践者を招聘）

・四半期開催
(ゲスト招聘日に開催)

発表会 成果発表（オーディエンス：村長・審査者など）

卒業
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